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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和2年5月28日(2020.5.28)

【公開番号】特開2019-79524(P2019-79524A)
【公開日】令和1年5月23日(2019.5.23)
【年通号数】公開・登録公報2019-019
【出願番号】特願2018-197162(P2018-197162)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   9/30     (2018.01)
   Ｇ０６Ｎ   3/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    9/30     ３５０Ａ
   Ｇ０６Ｎ    3/02     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年4月17日(2020.4.17)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　命令のシーケンスを含むコンピュータプログラムを実行するための実行ユニットであっ
て、前記シーケンスはマスキング命令を含み、前記実行ユニットは、前記マスキング命令
を実行するように構成され、前記マスキング命令は、前記実行ユニットに、ｎ個の値を有
するソースオペランドにおけるランダムに選択された位置をマスク対象とすることと、結
果内のそれぞれの位置のうち、前記選択された位置についてはマスクされた値とし、前記
選択された位置以外の位置については前記ソースオペランドの対応する位置における元の
値のままとした結果を生成することとを実行させるためのものである、実行ユニット。
【請求項２】
　ランダム化ビットストリングを生成するように構成されたハードウェア擬似乱数生成器
（ＨＰＲＮＧ）を備え、前記ランダム化ビットストリングから、前記マスク対象の位置を
ランダムに選択するためのランダムビットフィールドのシーケンスが導出される、請求項
１に記載の実行ユニット。
【請求項３】
　前記ＨＰＲＮＧから出力された各ランダム化ビットストリングはｍビットを含み、前記
実行ユニットは、前記ｍビットをｎ個のビットフィールドに分割して、各ビットフィール
ドを確率値と比較して、前記値を選択的にマスクするための加重確率インジケータを生成
するように構成されている、請求項２に記載の実行ユニット。
【請求項４】
　前記マスキング命令は、前記ソースオペランドを識別するソースフィールドと、前記結
果を保持するためのディスティネーションレジスタの指示と、前記確率値を定義する確率
フィールドとを含む、請求項３に記載の実行ユニット。
【請求項５】
　前記ソースオペランドを保持するための入力バッファと、前記結果を保持するための出
力バッファとを備える、請求項１から４のいずれか一項に記載の実行ユニット。
【請求項６】
　前記ソースオペランドの前記値は、ニューラルネットワーク内のリンクの重みを表す、
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請求項１から５のいずれか一項に記載の実行ユニット。
【請求項７】
　前記ソースオペランド内の前記値は、ニューラルネットワーク内のノードの出力値を定
義する活性値を表す、請求項１から５のいずれか一項に記載の実行ユニット。
【請求項８】
　前記命令の前記シーケンスは、前記結果とさらなる１組の値とのドット積の計算を実装
するための命令を含む、請求項１から７のいずれか一項に記載の実行ユニット。
【請求項９】
　前記命令の前記シーケンスは、前記マスキング命令が実行された後に前記結果をメモリ
位置に書き込むための命令を含む、請求項１から７のいずれかに記載の実行ユニット。
【請求項１０】
　前記ソースオペランドは、４つの１６ビット値を含む、請求項１から９のいずれか一項
に記載の実行ユニット。
【請求項１１】
　前記ソースオペランドは、２つの３２ビット値を含む、請求項１から９のいずれか一項
に記載の実行ユニット。
【請求項１２】
　命令のシーケンスを含むコンピュータプログラムを実行する方法であって、前記シーケ
ンスはマスキング命令を含み、前記方法は、前記マスキング命令の実行に応答して、ｎ個
の値を有するソースオペランドにおける位置をランダムに選択してマスク対象とすること
と、結果内のそれぞれの位置のうち、前記選択された位置についてはマスクされた値とし
、前記選択された位置以外の位置については前記ソースオペランドの対応する位置におけ
る元の値のままとした結果を生成することを含む、方法。
【請求項１３】
　ｍビットを含むランダム化ビットストリング出力を提供し、前記ｍビットをｎ個のビッ
トフィールドに分割し、各ビットフィールドを確率値と比較して、前記位置を選択的にマ
スクするための加重確率インジケータを生成することを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ランダム化ビットストリングを生成することを含み、前記ランダム化ビットストリング
から、前記マスクされる位置をランダムに選択するためのランダムビットフィールドのシ
ーケンスが導出される、請求項１２または１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記マスキング命令は、前記ソースオペランドを識別するソースフィールドと、前記結
果を保持するためのディスティネーションレジスタの指示と、前記確率値を定義する確率
フィールドとを含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記命令の前記シーケンスは、前記結果とさらなる１組の値とのドット積の計算を実装
するための命令を含む、請求項１２から１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記命令の前記シーケンスは、前記マスキング命令が実行された後に前記結果をメモリ
位置に書き込むための命令を含む、請求項１２から１５のいずれかに記載の方法。
【請求項１８】
　非伝送媒体に記憶されているコンピュータ可読命令のシーケンスを含みコンピュータに
より実行されるプログラムであって、前記シーケンスはマスキング命令を含み、前記マス
キング命令は、コンピュータに、ｎ個の値を有するソースオペランドにおける位置をラン
ダムに選択してマスク対象とすることと、結果内のそれぞれの位置のうち、前記選択され
た位置についてはマスクされた値とし、前記選択された位置以外の位置については前記ソ
ースオペランドの対応する位置における元の値のままとした結果を生成することを実行さ
せるためのものである、プログラム。
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　その後、４ビットｗｐｂ［０，・・・，３］をそれぞれ使用して、ｓｒｃ０［６３：０
］内の４つの１６ビット値をそれぞれアンマスクする。したがって、以下のようになる。
【数３】
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